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第１部
第１部　環境施策の展開

第1章　主体性をもった人育ち・人育てにより、その先の社会づくりへ

「つながり」を重視した環境学習を推進します。
＜現況＞
　環境に関する様々な課題を解決し、持続可能な社会
を実現するには、それらの課題と自分たちの暮らしと
のつながりを理解し、県民一人ひとりが主体的に行動
を起こすことが欠かせません。1970年代後半に、琵
琶湖に淡水赤潮が発生したことをきっかけに広がった
「石けん運動」は、県民の行動が社会を動かし、環境
保全へとつながった先駆的な事例です。
　本県では、毎年7月1日の「びわ湖の日」前後に実
施される一斉清掃には10万人を超える県民等の参加
や、その趣旨に賛同いただいた各企業や団体等が環境
保全事業を展開するなど、現在も主体的に環境を守ろ
うとする県民の意識が高い県であると言えます。
　持続可能な社会を築くためには、このような高い環
境保全意識をより多くの県民に広げ、そして次世代の
県民へと受け継いでいくことが必要であり、そのため
に大きな役割を果たすのが「環境学習」です。本県では、
ESD（Education for Sustainable Development
※）の視点を取り入れ、様々な環境課題に対し、気づき、
学び、考え、行動することができる人を育てるとともに、
その人たちが課題解決に向け主体的に行動を起こすこ
とにより持続可能な社会づくりが進むことを目指した
環境学習に取り組んでいます。
　平成28年度に県で実施した環境学習関連事業は、
79事業でした。その内、環境学習に取り組める場や
機会の提供をした事業は56事業あり、体験学習や講
座を年間1,229回実施しました。（図表1）。

　学校教育の分野においては、県内全ての小学校5年
生が学習船「うみのこ」で湖上体験学習を実践する「び
わ湖フローティングスクール」事業や、小学校4年生
を対象とした森林環境学習「やまのこ」、農業への関
心を高め、食料や生き物の大切さを学ぶ農業体験学習
「たんぼのこ」など、滋賀の豊かな地域資源を活用した、
特色ある体験型の学習活動を展開するなど、環境学習
の推進に努めています。
　また、県内の環境学習が効果的に行われるよう、県

は環境学習を推進する体制を整備する役割を担ってい
ます。現在、琵琶湖博物館の「環境学習センター」が
この拠点機能を担い、3名の環境学習推進員が県内各
地の団体や企業を訪問しながら情報を収集するととも
に、環境学習に関する活動団体や講師の紹介、研修場
所や企画内容等の情報提供や相談対応、ホームページ
やメールマガジンを活用した環境学習情報の発信など
を行っています。

＜課題および今後の取組＞
　環境学習や環境教育の推進に向けて、平成16年
（2004年）全国初の環境学習に関する条例となる「滋
賀県環境学習の推進に関する条例」が制定され、これ
に基づき、県は平成28年（2016年）3月に「第三次
滋賀県環境学習推進計画」を策定しました。計画の推
進にあたっては、企業・NPO、社会教育関係者等多
様な主体で構成する「滋賀県環境学習等推進協議会」
を設置し進捗管理を行っています。
　この計画では、環境学習によって気づきや学びを得
た個人が主体的な行動を起こすとともに、行動を始め
た人たちがつながって社会の課題を解決してくことで、
持続可能な社会づくりが進展すること、いわば「人育て」
と「社会づくり」の双方がかみ合った歯車のように連
動して進むことを、環境学習の推進にあたっての基本
的な考え方としています。（図表2）。
　このように、人育てのギアと合わせて社会づくりの
ギアが連動して回るような取組に力を入れていく必要
があります。

　人育てと社会づくりのギアモデルから環境学習の推
進状況を分析すると、平成28年度は、環境学習の出
発点である「気づき」や「学び」を意識した事業が多
く実施されており、暮らしの中で取り組める具体的な
行動事例の紹介、事後学習を設け新たな課題を見つけ
るなど、ギアを回すための取組が各事業で行われてい
ますが、今後、さらに各サイクルを意識し、持続可能
な社会づくりに向け施策の推進を図っていきます。

※ 「持続可能な開発のための教育」と訳され、「全ての人々が持続可能な社会の実現に必要な知識や価値観、行動力等を身につけること
ができる教育・学習」を意味します。ESDによって、環境問題・貧困・紛争といった現代社会の様々な課題を自らの問題として捉え、
各自が身近なところから解決に取り組むことによって新たな価値観や行動が生まれ、持続可能な社会の構築に繋がることを目指して
います。

図表1　県の施策体系別の分類
図表2　人育てと社会づくりがかみ合って進む「ギアモデル」（平成28年度）
※ 図表２のギアモデルの各ステップに記載の円グラフは、県の関連事
業がどのステップを意識したかの割合を表します
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第１部

■環境学習を担う人育てや場づくりの推進
（人材育成および活用）
　環境学習を進めるには、活動を先導し、知識を伝え
るリーダーや指導者の存在が不可欠です。そのため、
地域で環境学習に取り組むＮＰＯや、教員・行政職員
等を対象として、環境学習の企画・実施能力を高める
人材育成を行っています。また、経験豊かな地域の人
材に環境学習へと協力いただける場づくりを進めてい
ます。
　また、環境学習に関わる人や企業、専門的なスキル
を活かして講師等をしていただける人等の情報につい
て、琵琶湖博物館環境学習センターにおいて収集して
います。
環境学習情報ウェブサイト：エコロしーが
「教えてくれる人」登録件数 143件（H29.3.31現在）

（環境学習プログラムの整備および活用）
　誰もが気軽に環境学習に取り組み、学びを深めるこ
とができるよう、環境学習プログラムの充実やひろが
りのため、環境学習を企画する際に参考にできる環境
学習プログラムの整備が必要です。
　そのため、自然環境やごみ問題のみならず、エネル
ギー、消費、歴史や文化など、持続可能な社会づくり
に関連するあらゆる分野を対象として、その地域なら
ではの環境学習、個人の学習度合いや年齢に応じた段
階的なプログラムの収集や整備を図っています。
　平成28年度には、環境保全行動の要素を取り入れ
て楽しく学習できる消費生活すごろく作成（県民活動
生活課）や、講師となる推進員の講義技術向上や継承
のためのマニュアル整備（温暖化対策課）を行いました。

（場や機会づくり）
　県民が自らの暮らしと環境との関わりや身の回りの
自然環境について気軽に話し合ったり、行動に移した
りするために、身近なところで楽しく環境学習に取り
組める場や機会の充実を図っています。
　また、「うみのこ」乗船経験のない県外出身者や、
諸外国からの留学生・研修生などに向けても、滋賀の
環境について学ぶことのできる機会の拡充に努めてい
ます。
　平成28年度には、「触れる」「作る」「食べる」作業
を取り入れ琵琶湖との関わりを再認識しやすいよう工
夫された講座（水産課）や、実際に自然に触れ、学び、
具体的にどのように行動すればよいかを考える時間を
設けた学習会（自然環境保全課）等を実施しました。
　県の実施事業以外に、環境配慮製品を製造する工場

の見学や、滋賀や琵琶湖の自然環境・生活文化に触れ
合い楽しみながら環境に対する理解と関心を高め、そ
の重要性を認識するエコツーリズムなど、様々な形で
学びの機会が提供されています。

■情報提供やつながりづくりによる環境学習のサポート
（情報の提供）
　環境学習を実践するにあたり、地域の指導者の情報
や関連イベントの開催予定などの必要な情報が、手軽
に入手できることはとても重要です。県民が必要とす
る情報を手に入れやすく、かつ分かりやすい形で提供
していくために、環境学習に関する情報を一元的に管
理し、効果的な情報提供に努めています。
　平成28年度にリニューアルした、ごみ減量・資源
化情報サイト「ごみゼロしが」では、ごみの減量や資
源化に関する情報をわかりやすく分類して掲載してい
るほか、食品ロス削減レシピなど、県民や事業者の取
組を紹介しています（循環社会推進課）。
 
（連携・協力のしくみづくり）
　地域の特性を活かした多様な環境学習の機会の充実
や取組の広がりを図るために、地域で環境学習を担う
各主体の交流や連携のための仕組みづくりを進めてい
ます。
　学校教育においては、「しが学校支援センター」が
地域や企業、団体、NPO などが持つ豊富な知識や経験、
思いなどを、学校教育活動へと取り入れる仲介を行い、
連携授業を進めています。また、県が支援を行ってい
る「エコ・スクール」活動では、将来の社会づくりの
主役である児童・生徒が主体となって、学校や地域の
人々と連携をしながら環境学習活動を展開されていま
す。学校などの教育現場における環境学習・環境教育
の充実に向けては、地域の人たちの知恵や経験、様々
な活動などを、「生きた教材」とした学びを推進して
います。

（取組への機運を高める普及啓発）
　環境学習・環境保全活動への関心や参加意欲を高め
るため、環境問題をわかりやすく伝える工夫や、気軽
に楽しく取り組める身近な活動事例などの発信による
普及啓発を行っています。
　外来魚釣り上げ名人事業（琵琶湖政策課）や、琵琶湖
への思いを広く共有するため「びわ湖の日」活動推進
事業（琵琶湖保全再生課）を行っています。特に、「びわ
湖の日」の取組は、その事業展開を通じて、滋賀県民
をはじめ琵琶湖の下流域の住民が琵琶湖の自然やめぐ
みについて深く知り、琵琶湖・淀川流域全体で、琵琶
湖を守ろうという機運を高めていこうとするものです。

■持続可能な社会づくりへの環境学習関連施策の寄与
　環境学習関連施策で実施された学びを通じて、実際
に環境保全行動を実施した人の割合を滋賀県世論調査
により把握し、持続可能な社会づくりへの寄与を評価
しました。平成29年度の環境保全行動率は71.1％で
あり、平成24年度以降上向き傾向にあります。また、
県内の一般廃棄物排出量やエネルギー使用量は低下傾
向にあり、環境負荷の小さなライフスタイルが普及し
ていることが分かりました。

図表3　しが環境教育推進事業における研修（幼小中教育課）
　　　  琵琶湖博物館の有効活用に向けた視察
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第１部

環境学習推進計画と環境学習センター

滋賀県環境学習推進計画 ＜琵琶湖保全再生課＞

　平成28年（2016年）3月に策定した「第三次滋賀
県環境学習推進計画」に基づき、「『いのち』に共感して
自ら行動できる人育てによる、持続可能な社会づくり」
を基本目標として、「ESD（持続可能な開発のための教
育）」の視点を取り入れながら、様々なつながりを重視
した、環境学習に関連する各種の事業を推進しています。

琵琶湖博物館環境学習センター ＜琵琶湖博物館＞
　環境学習センターでは、学校や市町、企業や自治会な
どから相談を受け、環境学習・活動に関する活動団体や
講師の紹介、研修場所や企画内容等について情報提供し
たり、ホームページやメールマガジンなどにより発信を
行い、環境学習の場づくりを応援しています。
　平成28年度は、地
域の環境講座、学校で
の環境をテーマとした
授業、職場での研修会
等の企画づくりなど、
195件の環境学習に
関する相談を受け、サ
ポートを行いました。

幼児や児童生徒等への取組
　滋賀県では、様々な年齢層に対して環境学習の取組を
実施しており、特に幼児や学校生徒へは、その年齢や学
習内容に応じた取組を実施しているところです。

ウッドスタート支援事業 ＜森林政策課＞

　森林に対する親しみや木の文化への理解を深めるため
に、年齢や知識に合わせて子どもから大人までの幅広い
世代にわたり、段階的に実施していく教育活動の一環と
して「木育」があります。
　「ウッドスタート」は、木育の第一歩目として、新生
児や保育所等の幼児に木製の食器や玩具を贈呈し、子ど
もたちが木製品に触れることにより、木の良さやぬくも
りを感じとってもらう取組であり、この体験をもとに、
将来の森林づくりや木材利用につなげていただくことを
目的としています。
　平成28年度は、３つの市町の県産材を利用したウッ
ドスタートの取組に対して、支援を行いました。

幼児自然体験型環境学習 ＜琵琶湖保全再生課＞
　環境学習の
推進には、幼
少期における
自然での原体
験が重要であ
ることから、
本県の持つ歴
史や自然を活
かしたプログ
ラムによる体
験型環境学習
を推進しています。
　平成23年度に発行したプログラム集「新・うぉーた
んの自然体験プログラム」を基礎に、県内の幼稚園・保
育所等で指導者を対象に実践型の学習会を開催し、子ど
もたちに自然に触れる機会を提供するための指導力向上
を図っています。平成28年度は、27園から学習会に参
加をいただきました。

　平成29年３月に、都道府県ではじめての「ウッドスタート宣言」を
行い、全国で木育活動に取組む東京おもちゃ美術館との間での調印式
を行いました。
　木育とは、森林づくりや木材利用に主体的に関わり、自然環境や生
活環境について自ら考え行動できる人づくりを目指すもので、ウッド
スタートとはその第一歩として、乳幼児が初めて木に触れることで木
のぬくもりや木の良さを感じてもらう取組です。
　県では平成27年度から「ウッドスタート支援事業」を実施し、木育
の取組を推進しています。

都道府県ではじめての「ウッドスタート宣言」を行いました!! ＜森林政策課・森林保全課＞

学習会の様子
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森林環境学習「やまのこ」 ＜森林政策課＞

　平成19年度から、小学4年生を対象に、学校教育の
一環として、県内の森林環境学習施設（8施設）で、体
験型の環境学習を実施しています。
　次代を担う子どもたちが、森林をはじめ、環境に対す
る理解を深めるとともに、人と豊かに関わる力を育める
よう、やまのこ専任指導員と学校が連携し、「森に親し
む学習」、「森づくり体験学習」、「森の恵み利用学習」、「森
のレクチャー」などの学習プログラムを展開しています。
　県土の2分の1を占める森林が、琵琶湖の水源として
重要な役割を果たしていることに気づき、5年生の琵琶
湖フローティングスクール「うみのこ」の学習につなげ
ていくこともねらいの一つにしています。
　平成28年度は、県内ほぼ全ての小学校235校が「や
まのこ」事業に参加しました。

びわ湖フローティングスクール「うみのこ」
 ＜教育委員会びわ湖フローティングスクール＞

　びわ湖フローティングスクールは、学校教育の一環と
して、県内すべての小学校および特別支援学校、外国人
学校の5年生を対象に、母なる湖・琵琶湖を舞台にして、
学習船「うみのこ」を活用した1泊2日の宿泊体験学習
を展開してきました。昭和58年（1983年）の就航以来
35年目を迎え、乗船した児童も53万人を超えています。
　当スクールでは、人と自然へのやさしさをもつ人間形
成を行うことを目的としています。そして、体験的な活
動を通して、環境に主体的にかかわる力や人と豊かにか
かわる力の育成を図っています。
　探究的な学びを重視した「びわ湖学習」では、「カッター
活動」や『「湖

うみ

の子」水調べ』など当スクールならでは
の体験プログラムを実施しています。また、近隣府県の
小学生にも乗船してもらい、県内の児童と交流しながら
「びわ湖や身近な環境の大切さ」を学んでいます。

農業体験学習「たんぼのこ」 ＜食のブランド推進課＞
　子どもたちが農業への関心を高め理解を深めるととも
に、生命や食べ物の大切さを学べるよう、自ら「育て」
「収穫し」「食べる」という一貫した農業体験学習への支
援を平成14年度より開始し、平成28年度は203の小
学校で取り組まれました。
　また、農作業体験に加え、作物の生育観察、水田など
に生息する動植物の観察といった環境学習への取組、地
域伝統料理の学習や地元食材を利用した調理体験学習な
ど地産地消への取組を「ステップアップ事業」として実
施しています。

ラムサールびわっこ大使 ＜自然環境保全課＞

　次代の環境保全活動を担う小学生を「びわっこ大使」
として募集し、琵琶湖について学習することや環境に関
する交流の場などで発表する機会を提供しています。平
成28年度は事前学習会を踏まえて、インドネシア共和
国・バリ島へ派遣し、世界湖沼会議への参加や地元の小
学生と交流・学習を行いました。

こどもエコクラブ ＜琵琶湖博物館＞

　幼児から高校生の子どもたちが仲間を集めてクラブを
つくり、自然や生きものの観察や環境保全活動などに取
り組むもので、全国で取り組まれているクラブ活動です。
　平成28年度は活動交流会の開催などを通じて、こど
もエコクラブ活動を応援しました。県内で86クラブ
5,889人の会員・サポーターが活動しました。

環境美化の日における活動
 ＜幼小中教育課・高校教育課＞

　5月30日、7月1日、12月1日を「環境美化の日」と
し、環境美化、環境保全に向けた具体的な行動として、
公立学校において環境美化活動や啓発活動を実施してい
ます。

琵琶湖環状線小学生体験学習プログラム
支援事業 ＜交通戦略課＞

　小学生の琵琶湖環状線を利用した琵琶湖一周体験学習
などにかかる鉄道運賃の一部を補助することにより、環
境にやさしい公共交通である鉄道に親しむ機会の提供を
図っています。
　長浜市や高島市などの北びわこ地域の文化にも触れ、
琵琶湖の大きさや景色の違いを感じる良い機会になると
好評いただいています。
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ウッド・ジョブ体感事業 ＜森林政策課＞

　森林づくりや木材利用に主体的に関わり、自然環境や
生活環境について自ら考え行動できる人材を育成するた
め、平成27年度から中学生に対して林業に関する職場
体験の場を提供する「ウッド・ジョブ体感事業」を実施
しています。
　平成28年度は、県内4か所の中学校を対象に、林業
現場での伐採・搬出作業体験や製材・加工施設の見学な
どを実施しました。
　この事業を通じて、林業や製材業に対する理解を深め、
将来、森林・林業に携わる人材が増えることが期待され
ます。

低炭素社会づくり学習支援事業
 ＜温暖化対策課＞

　地球温暖化問題や低炭素社会づくりの必要性を一人ひ
とりが理解し、身近な問題として捉え、自発的な取組と
して拡がることを目的に、平成22年度より県内各地で
低炭素社会づくり出前講座を実施しています。
　講座には県が委嘱した地球温暖化防止活動推進員等が
講師として出向き、知識と経験を最大限に活かし「琵琶
湖への温暖化の影響」や「エネルギーの大切さ」、「家庭
における省エネ取組」など受講者のニーズに合った教材
により講座を実施しています。
　平成28年度は133講座を実施し、3,917名の方に受
講していただきました。

小学生向け補助教材DVDの作成・配布
 ＜食のブランド推進課＞

　子どもたちが、琵琶湖と共存する本県農業や地産地消
について学び、理解を深められるよう、地域の生産者の
思いや農業の取組を授業で紹介できるDVDを作成し、
県内全小学校ならびに関係機関に配布しています。
　このDVDの利用を促進し、次代を担う子どもたちが、
将来にわたり、環境にこだわった本県農業を理解し支え
る人として育つ礎

いしずえ

として役立てていきます。

エコ・スクール支援事業
 ＜琵琶湖保全再生課・幼小中教育課・高校教育課＞

　エコ・スクール活動とは、将来の社会づくりの主役で
ある児童・生徒が、主体的に環境学習・保全活動に取り
組む力を身につけることを目的として、学校全体で地域
の人と連携しながら環境学習をする活動のことです。
　エコ・スクールの登録をし、計画に基づく活動を実践

した学校を、知事が認定しています。環境学習のさらな
る推進を目的とした児童等による発表会や、教員向けの
有識者を交えたパネルディスカッション開催、登録校へ
の訪問・意見交換等を実施しました。
　平成28年度は、12校がエコ・スクールに認定されま
した。

◆エコ・スクール活動の流れ

環境教育副読本の活用
 ＜教育委員会幼小中教育課・高校教育課＞

　環境教育副読本を作成して、学校での環境教育に活用
しています。

あおいびわ湖
（小学校編）

琵琶湖と自然
（高等学校編）

あおい琵琶湖
（中学校編）

環境学習の場や機会づくり

琵琶湖博物館 ＜琵琶湖博物館＞

　琵琶湖博物館は、「湖と人間」との関係を過去にさか
のぼって研究・調査し、資料を収集・整理し、その成果
をもとに、展示や交流活動を行いながら、県民とともに
今後の望ましいあり方を探るための施設です。
　館内には、琵琶湖の生い立ちや湖と人の歴史の展示、
湖のいまと私たちの暮らしとつながる自然を紹介した展
示、琵琶湖の生き物とその漁法や料理のほか、世界の古
代湖の固有の生き物や小さな生き物にであえるマイクロ
アクアリウムがある水族展示、そして、子どもから大人
までが五感を使って楽しく学べるディスカバリールーム
などがあります。このような常設展示のほか、毎年様々
なテーマで企画展示を開催しています。平成28年度は
開館20周年を記念して、これまで博物館の研究活動で
発見したことやフィールドレポーターやはしかけさん
など地域の人々による調査研究の成果を展示する『琵
琶博カルタ‐見る知る楽しむ新発見』を（9月17日～
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2017年1月31日）開催し、38,664人の観覧者があ
りました。平成29年度は、琵琶湖の生態系や環境を考
える上で重要視されている微小な淡水生物たちの生息域
を広げるための旅の秘密や、その不思議さ、面白さ、重
要性を展示する『小さな淡水生物の素敵な旅』を（7月
15日～11月19日）開催しました。
滋賀県立琵琶湖博物館
住所：草津市下物町1091
電話：077-568-4811

フィールドレポーター
（市民参加型調査活動） ＜琵琶湖博物館＞

　「フィールドレポーター」とは、地域の方が滋賀県内
の自然やくらしについて身の回りで調査を行い、その結
果を博物館に報告していただく「地域学芸員」のような
ものです。博物館がテーマを設定した調査と、自らテー
マを設定しての自由調査を行っています。誰でもなるこ
とができます。任期は1年で、更新手続きをすれば何年
でも引き続き活動できます。

環境学習活動者交流会 ＜琵琶湖博物館＞

　環境活動の活動者・指導者のネットワーク強化を促進
するため、情報交換や交流の場を設けています。
　平成28年度は、『企業林を有する企業の活動』をテー
マとして開催しました。

大学生への琵琶湖体験の機会提供
 ＜琵琶湖保全再生課＞

　本県には様々な専門分野を持つ多くの大学が立地し、
現在13の大学・短期大学で約3万4,000人の学生が
学んでいます。本県のキャンパスで学ぶ学生の中には、
他府県からの出身者も多く、更には世界各国からも、
1,000名以上の留学生が来県をされています。
　縁あって学生時代を滋賀県で過ごすことになった大学
生に、琵琶湖の価値や魅力、湖と共生する滋賀の暮らし
について学んでいただくことを目的に、平成28年度は

立命館大学との連携により、琵琶湖体感・体験型ツアー
（環境学習船を使った透明度調査や沖島での地引網体験、
琵琶湖博物館訪問等）を実施しました。
◆ツアー参加者数：60人、事前講義受講者数：約400人

生物多様性に関する自然観察会や
学習会の開催 ＜自然環境保全課＞

　生物多様性の保全に関する意識の高揚や普及啓発を図
るため、自然公園や身近な環境の中で、指導員のもと、
自然観察会などを実施しています。
いきものふれあい室
住所：高島市今津町今津1758
電話：0740-33-7990

琵琶湖一周ウォーキング推進事業
 ＜交通戦略課＞

　滋賀県ウォーキング協会と連携して、琵琶湖の周り約
250kmを13回に分けて歩いて一周する「琵琶湖一周
健康ウォーキング」を開催しています。琵琶湖のまわり
をぐるっとめぐる公共交通機関を活用し、環境に優しく
健康づくりにも役立つ最も滋賀らしい観光スタイルとし
て、全国からのウォーキング来訪者に琵琶湖の豊かな自
然環境や地域の生活文化の体感と学びの機会を提供し、
滋賀の魅力を発信していきます。
◆平成28年度　開催実績：全13回 延べ参加者2,644名

ビワイチ観光ウオーキング認定事業
 ＜観光交流局＞

　琵琶湖を歩いて一周した方を「ビワイチ観光ウオー
カー」として認定する制度。平成21年のスタート後、
ウオーキングの楽しみプラス達成感でウオーキング来客
の増加を図ります。
◆平成29年3月までの認定登録実績：1,545名

琵琶湖からの爽やかな風を受けて歩くひととき

10┃滋賀の環境2017
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環境学習を担う人材の育成と活用

しが環境教育研究協議会
 ＜教育委員会幼小中教育課・高校教育課＞

　各学校における環境教育の推進および充実を図るため、
教員の指導力の向上を目指して、小・中・高等学校・特
別支援学校教員を対象にしたしが環境教育研究協議会を
開催しています。

「地域の力を学校へ」推進事業
 ＜教育委員会生涯学習課＞

　「しが学校支援センター」では、地域の人々や企業・
団体・NPO等の方がそれぞれ持つ豊富な知識や経験・
思い・アイデアを学校教育活動に取り入れるとともに、
学校を支援する仕組みづくりを進めています。
　「専門的な知識や経験・技能を子どもたちに伝えたい」
という地域の人々や企業などの思いと、「琵琶湖の環境
について学びたい」、「地球温暖化の仕組みを詳しく知り
たい」などの学校の要望を調整し、連携授業を行えるよ
うに支援しています。

近江環人地域再生学座 ＜滋賀県立大学＞

　大学院研究科の学生および社会人を対象に、湖国近江
をフィールドとして、地域診断からまちづくり活動の実
践まで、地域における多様な活動や挑戦のための知識・
手法を学び、地域資源を活用した地域課題の解決や地域
イノベーションを興し、新しい地域社会を切り拓く、イ
ノベーターやコーディネーターとなる人材の育成をめざ
しています。所定のカリキュラムを修了し、検定試験に
合格された履修者に対しては「近江環人（コミュニティ・
アーキテクト）」の称号が付与され、これまで計117名
の方々に称号を授与しています。

地域共生センター

「近江環人地域再生学座」
コミュニティ・アーキテクト
「近江環人地域再生学座」
コミュニティ・アーキテクト

地域再生

人材育成

行　政

企　業
地域・NPO
など

環境学習情報ウェブサイト「エコロしーが」
 ＜琵琶湖博物館＞

　環境学習を担う人たちを対象に、環境学習の企画やプ
ログラムづくりに必要な学習事例・人材・施設（フィー
ルド）・教材・環境関連データなどの情報を一元的に発
信しています。
　また、施設・市民団体、行政などが主催する環境学習
関連イベントの情報を収集し、メールマガジン「そよか
ぜ」として毎月2回発行しています。
WEB  http://www.ecoloshiga.jp/

滋賀県学習情報提供システム「におねっと」
 ＜教育委員会生涯学習課＞

　「におねっと」は、企業・NPO・学校等が実施する講
座等の多様な学習情報を一元化し、県民の主体的な生涯
学習を推進しています。
　企業や団体等が行う「地域で学ぼう出前講座」、「学校
支援メニュー」では、環境学習をはじめ様々な学習機会
を身近な地域や学校に提供しています。また、学習機会
で活用できる視聴覚教材（DVDやビデオ等、約2,100
本）の貸出しをしています。
　平成28年度は約588万件のアクセスがあり、滋賀県
内の学習情報提供システムとして、広く県民に親しまれ
ています。
WEB  http://www.nionet.jp/

企業・団体などによる学校支援・メニューのブース出展

連携授業の様子（エネルギーと地球環境問題）
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